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次
に

、

『

開
目

抄
』

『亠
咼

橋
入

道
殿

御
返
事
』

『

兄
弟
鈔
』

「

報
恩
抄
』

『

四

条
金
吾
殿

御
返

事
』

に
よ
る
と、

次
の

よ

う
な
認
識
が
窺
え

る
。

　
一
、

日

本
と

朝
鮮
三

国
と
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

仁
徳
天
皇

代
に

は
三

　
　
　
国
は
日

本
に

朝
貢
す
る

よ

う
な

関
係
で

あ
っ

た
。

ま
た

百
済
は

欽

　
　
　
明
天
皇

代
に

朝
貢
の

際
に

仏
教
を
伝
え
た
の

で

あ
る

。

　
二
、

朝
鮮
三

国
内
の

仏

教
事
情
に

つ

い

て

は
、

法
雲
の

影
響
で

法
華
経

　
　
　
信

仰
が

浸
透
し

て

い

な
か
っ

た
。

　
更
に

、

『

法
門
可
被

申
様
之
事
』

『

金
吾
殿

御
返
事
』

『

大
果

報
御
書
』

『

別
当
御
房
御
返
事
』

『

撰

時
抄
』

に

よ
る

と、

　
一
、

高
麗
の

仏
教

事
情
に

つ

い

て

は
、

禅
宗
と
念
仏
宗
の

国
に

な
っ

て

　
　
　
し
ま
っ

て

い

る
。

　
二
、

高
麗
が
蒙
古
の

属

国
と

な
っ

た

理
由
に

つ

い

て

は
、

禅

宗
と
念
仏

　
　
　
宗
の

国
に

な
っ

た
た
め
に、

高

麗
国
内
の

守
護
善
神
が

い

な
く
な

　
　
　
っ

た
た

め
で

あ
る

。

　
日
蓮
聖
人
の

災
害
及
び

国
難
は
、

為
政
者
及
び

国
民
が
法
華
経
を
信
仰

し

て

い

な
い

た

め
に
起
こ

る

と

す
る

立

場
か
ら

の

見
解
で

あ
る

。

実
際
に

『

法
門
可
被

申
様
之

事
』

に

は

高
麗

仏
教
を

日
本
仏

教
の

先
師
と
し

て

認

め

て

い

る

の

で

あ
る

。

（
平

成
二

ニ

ー
二

四

年
度
科

学
研
究
費
補
助
金

基

盤
研
究
（
C）
「

日
本
仏
教
各
宗
の

新
羅

⊥
咼

麗
・

李
朝
仏
教
認
識
に

関
す

る

研
究
」

に

よ

る
研
究
成
果
の
一

部）

日
興
と

そ
の

門
弟
の

往
来
に

関
す
る
一

考
察

　
日
蓮
の

本
弟
子
の
一

人
で

闍
梨
日

興
（

一

二

四

六

1
＝

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

本
間

　
俊
文

、

日
蓮
滅
後
日
興
門
流
を

形
成
し
た
白
蓮
阿

二

三

三
）

に
は

多
数
の

自
筆
文
書
が
伝
来
し

て

お

り、

そ
の

数
は
日

蓮
の

直
弟
の

中
で

も
群
を
抜
い

て

い

る
。

日
興
文

書
の

存
在
は

、

日

蓮
教
団
初

期
の

動
向
や

布
教
活
動
の

様
子

、

さ
ら

に

は

鎌
倉
期
に

お
け
る

生

活
状
況
や

文

化
の
一

端
を
紐
解
く

貴
重
な

文
献
史
料

で

あ
る

と

い

え
よ

う
。

本
発

表
で

は

日

興
文
書
研
究
の
一

視
点
と
し

て
、

日
興
と
そ
の

門

弟
の

往
来
に

関
す
る

記
述
に
着
目
す
る

。

そ

し
て

往
来
を

伝
え
る

記
述
か
ら、

日

興
在
世
中
に

は
ど

の

よ

う
な
人
の

往
来
が

あ
り

、

そ
の

往
来
が

日

興
ら
の

布
教

活
動
と

ど
の

よ
う
に
結
び
つ

き
、

日
興
門

流

の

教

線
拡

張
へ

と
つ

な
が
っ

て

い

っ

た

か

に

つ

い

て

少
し

く
考

察
し
た

い
。

な
お、

本

考
察
で

は

日

興
文

書
に

加
え、

日
興
在
世

中
の

筆
と
判

断

さ
れ
る

日

興
の

門

弟
の

文
書
も
考

察
対

象
と

す
る

。

ま
た
日

興

文
書
・

門

弟
文
書
に
は

目
的
の

異
な
っ

た
様
々

な
往
来
が

確
認
で

き
る

が
、

そ

の

中

で

も
特
に

布
教
活
動
と

諫
暁

活
動
を
目
的
と

し
た
往
来
に
つ

い

て

考
察

す

る
。

　
ま
ず
布
教
活
動
に

関

す
る

往
来
に
つ

い

て

で

あ
る

。

日

興
在

世
中
に

は

門
弟

諸
師
が

各
地

に

赴
い

て

教
化

活
動
を

展
開
し

て

い

る

様
子
が

窺
え

る
。

そ
れ
は

血
縁

関
係

者
の

本
貫
地
と

い

う
縁
に
よ

る

日
目
の

奥
州
教

化

や、

日
華
・

日
郷
・

日

妙
の

佐
渡
派
遣
に

よ

る

教
化
活
動、

そ
し
て

日

郷

に
よ

る
安
房
教
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

。

こ

の

よ
う
な
各
地
に

お

け
る

門

弟
の

布
教
に

よ
っ

て、

日

興
門
流
の

教
線
は

着
実
に
伸
張
し、

日

興
門
流

の

二

大
拠
点
で

あ
る
上
野
大
石
寺
・

重
須
本
門
寺
の

あ
っ

た

駿

河
か
ら
は

遠
く

離
れ
た

奥
州
や

佐
渡
に

も
多
数
の

弟

子
檀
越

を

獲
得
す
る

に

至
っ

た
。

そ
の

結
果、

毎
年
十
月
頃
に
な
る

と

奥
州
信
徒
に

よ
る

大

石
寺
登

詣

が

実
施
さ
れ

る
よ

う
に
な
り、

地
方
に

お

け
る

布
教
が
功
を
奏
し
て

檀
越

に
よ

る
一

つ

の

慣
習
化
し
た
信
仰
活
動
を

生
み

出
し
た

こ

と

が

確
認
で

き

る
。

ま
た

大
石
寺
に
登
詣
し
た
奥
州
信
徒
は

大
石
寺
の

み
な
ら

ず、

当
然
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本
門

寺
の

日

興
の

元
へ

も
赴
い

た
で

あ
ろ

う
。

十
月
の

日

付
で

書
写
し
、

か
つ

奥

州
信

徒
へ

授
与
し

た

日

興
の

曼

荼
羅
本
尊
は

六

幅
確
認
で

き
る

が
、

こ

れ
ら

は

大
石
寺
登
詣
し

た

奥
州

信
徒
が

日
興
の

元
を

訪
れ

た

際
に

授

与
さ

れ
た

も
の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら
れ

る
。

　

次
に

諌
暁
活
動
に

関
す
る

往
来
に

つ

い

て

だ
が
、

日
興
在
世
中
に

諌
暁

活
動
を

行
っ

た

門
弟
と

し
て

は

日

目
・

日
仙
・

日
順
・

日
助
・

日
妙
の

五

名
が

確
認
で

き
る

。

そ

の

内
日

目

以

外
の

四

名
に
つ

い

て

は

日

興
の

代
官

と
し

て

派
遣
さ

れ
て

諌
暁
活
動
を

行
っ

た
。

ま
た

こ

れ
ら
の

諌
暁
活
動
は

公

家
・

武
家
の

両
権
力
に
対
し

て

行
わ

れ
て

お

り、

断
定
は

で

き
な
い

も

の

の
、

日
興
門
下
が
諌
暁
活
動
の

た

め

に
京
都
や
鎌
倉
ま
で

往
来
し

た
こ

と
が

想
定
さ
れ

る
。

　

ま
た
、

本
考
察
を
通
し
て

門
弟
の

往
来
は

多
々

確
認
で

き
る

も
の

の
、

日
興
に

よ

る
往
来
を
確
認
す
る

こ

と

は

で

き
な
か
っ

た
。

日
興
は

永
仁
六

年
（

一

二

九
八
）

に
大
石
寺
か

ら

本
門
寺
に
移
住
し
て

以
降、

門
弟
教
育

機
関
で

あ
る
重
須
談
所
の

開
設
や

三

〇

〇
幅
超
の

曼
荼
羅
本
尊
の

書
写、

多
数
の

遺
文
写
本
の

作
成、

そ
し

て

日
蓮
遺
文
の

集
成
本
『

御
筆
集
』

作

成
へ

の

従

事
な
ど
の

実
績
が
伝
え

ら
れ
る

。

こ

れ
ら
の

こ

と

か

ら
推
測
し

て
、

日

興
は
本
門
寺
に

移
住
し
た

後
は
、

門
弟
の

指
導
育
成
と

曼
荼
羅
本

尊
の

書
写、

日

蓮
遺
文
の

集
成
に

専
念
し
た
い

と
い

う
意
志
を

移
住
前
か

ら

持
っ

て

い

た
の

で

は

な
い

か
と

考
え
る

。

そ
の

背
景
に

は
、

日
蓮
が

身

延
入
山
後
ほ
と

ん

ど

身
延
の

地
を

離
れ

ず
に

余
生
を
過
ご

し
た

こ

と

が

あ

っ

た

と
考
え
ら
れ

、

ま
た
日

興
が

大
石

寺
か
ら
本
門
寺
へ

移
住
し
た

の

は

日

蓮
が
身

延
に

入
山
し
た

時
と

同
じ
五

三
歳
の

こ

と
で

あ
っ

て
、

日
興
も

師
日

蓮
の

生
涯
に

倣
い

、

移
住
後
は
本
門
寺
に

止

住
し
て

法
華
本
門
の

思

想
を

末
代
に

弘
め

遺

す
た
め

の

教
化
活

動
を

行
お

う
と
い

う
意
志
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

し
た

が
っ

て

日

興
の

往
来
に

関

す
る
記
述
が

確
認
で

き
な
い

の

は
、

単
に

史
料
不
足
に
よ
る

も
の

で

は

な

く、

日

興
が

意
図
的
に

本
門
寺
に

留
ま
っ

た

か
ら
で

あ
っ

た

と

考
え
る

。

　
以
上
の

往
来
に

関
す
る

考
察
か

ら
、

初
期
日
興
門
流
に

お
け
る

動
向
の

一

端
を
垣
間
見
る

こ

と

が
で

き
る

。

身
延
日
意
目
録
に

関
す
る
一

考
察
　
　
書
誌
学
的
考
察
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

木

村
　
中
一

　
身

延
山

久
遠
寺

第
卜

二

世
日

意
が

記
し

た

「

大
聖
人

御
筆
目

録
」

（
以

下
、

「

日
意
目
録
」

と

略
す）

は
、

身
延
山

久
遠

寺
に

恪
護
さ
れ
る

日
蓮

遣
文
や

そ
の

写
本
を
記
録
し
た
蔵
書
目
録
で

あ
る

。

現
在

、

こ

の

「

日

意

目
録
」

を
み

る
に

は

『

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

（

以

下、
「

定
本
」

と

略
す）

第
三

巻
に

活
字
化
さ
れ
収
録
さ
れ
て

い

る

「

日

意
目

録
」

を
引

用

す
る
の

が
一

般
的
で

あ
る

。

　
「

日
意
目

録
」

は
、

「

御
筆
御
書
註
文
」

と

法
量
の

異
な
る

「

台
家
聖

教

註

文
」

の

二

種
の

蔵
書
目
録
が

合
冊
さ
れ

構
成
さ
れ

て

い

る
。

「

御
筆
御

書
註

文
」

は

「

録
内
之
分
」

・
「

録
外
之

分
御
筆
御
書
」

・
「

録
外

御
書
註

文

日

意

所
持

分
」

と

日
蓮
遺
文
を
録
内
御

書
・

録
外
御

書
に

区
別
し
て

い

る

こ

と
が

わ
か
る

。

ま
た

こ

の

目
録
中
に

「

法
華
和
讃
」

の

名
前
を
み

る

こ

と
が

で

き
、

『

日

蓮

宗
事
典
』

な

ど

に

お
い

て

こ

れ

が

教

団
の

記

録
に

「

法
華
和
讃
」

が

現
れ

る

嚆
矢
で

あ
る

と

し
て

い

る
。

　
こ

の

目

録
の

筆
者
で

あ
る
日
意
は

元
天

台
宗
の

学
僧
で

あ
り
天

台
教

学

を

修
学
し

て

い

た
。

こ

の

時
期
よ

り
の

所
写
本
で

あ
ろ

う
天

台
系
学
書

写

本
が

現
在
も

身
延

文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て

お

り
、

そ

れ
ら

で

あ
ろ

う
書
物
が

次
の

「

台
家
聖

教
註
文
」

中
、

「

台
家

聖
教

　
日

意
所
持
分
」

・
「

宗
要

抄
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